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こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
と
い

え
ば
、
道
路
や
公
共
施
設
を
造
っ

た
り
、
公
民
館
で
講
座
を
開
催
す

る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
行
政
が
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
、
市
民
か
ら
の
要
望
の
多
様
化

な
ど
か
ら
、
行
政
だ
け
で
は
こ
う

し
た
状
況
に
応
え
る
こ
と
が
難
し

　
　

　
　

　

　

　

とめ丸は、市民活動団体などの市

民の皆さんが協働を行うとき、協

働のまちづくりのシンボルとして、

市民の皆さんが使用することがで

きます。詳しくはお問い合わせく

ださい。

協働キャラクター『とめ丸』

市民が公益的な活動を行っている

ときの万一の事故に備えて、市が

損害保険会社と契約している保険

の制度です。

市民活動総合補償制度

登米市が市民と行政の協働による

まちづくりを推進していくための

基本的な考え方をまとめたもので

す。

協働のまちづくり指針※

これから協働のまちづくりを実践

していく上で、協働に取り組む皆

さんが、どのようなかたちで協働

を進め、どのように動き出せば良

いのかといった疑問を感じたとき

に、解決するためのヒントとして

活用してもらうため作成したもの

です。

協働推進読本※

市民と行政の協働を推進するべく、

公募による委員を含めた市民で構

成する市民会議を随時開催してい

ます。市民会議では、（仮称）協働

のまちづくり推進条例に関する調

査・研究などを行っています。

協働のまちづくり・
男女共同参画推進市民会議

市では平成19年度から地域協働ま

ちづくり事業を実施しています。

これは市民活動団体等が地域の活

性化に向けた自主的な活動に対し

て支援を行うものです。

地域協働まちづくり事業

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り

　「
公
共
的
な
事
業
、
取
り
組
み

は
す
べ
て
行
政
が
担
う
も
の
（
公

共
＝
行
政
）
で
あ
る
」
と
い
っ
た

考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
が
お
互
い
に
ま
ち

づ
く
り
の
主
体
と
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
考
え

方
を
「
新
し
い
公
共
｣
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
住
む
地
域
を
元
気
に

し
、
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が

同
じ
目
標
を
持
ち
、
力
を
合
わ
せ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

【表１】これまでの登米市の主な取組内容

　
ま
た
、
各
総
合
支
所
に
は
地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
市
民

団
体
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

検
討
す
る
組
織
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
各
地
域
ご
と
に
そ
の
組
織
が

一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

【表２】平成２０年度地域協働まちづくり事業

事業主体事業名

　森地区コミュニティ推進協議会 【迫】　   森地区協働まちづくり委員会設置事業

　駅前町内会 【登米】　駅前協働のまちづくり事業

　後舟橋町内会 【登米】　防火と防犯の予防で夜間巡回事業

　｢みやぎの明治村・とよま｣
　観光案内人倶楽部

 【登米】　いまも歴史がいきづくみやぎの明治村・とよま

　米谷新小路町内会 【東和】　老朽市営住宅環境整備事業

　吉田水利組合 【東和】　多目的共同作業公園整備事業

　豊里地域安全安心防犯パトロール 【豊里】　地域安全・安心防犯パトロール事業

　桜岡・善王寺地区
　コミュニティ推進協議会

 【米山】　平筒沼環境整備事業

　登米市社会福祉協議会 【石越】　地域在宅要援護者生活支援ネットワーク事業

　佐沼地区交通安全協会南方支部、
　登米市南方地区防犯協会

 【南方】　安全安心な地域づくり事業

　登米市食生活改善推進員協議会、
　子育てボランティアサークルあそぼ

 【南方】　食と心と体出前事業

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
民
皆
さ

ん
の
活
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲市の協働キャラクター「とめ丸」

※指針・読本は、最寄りの総合支所や公民館、

　市ホームページでご覧いただけます。

中
心
と
な
っ
て
多
く
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。（
表
２
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
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民
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市
が
、
平
成
　
年
３
月
に
策
定

１８

し
た
市
総
合
計
画
で
は
、「
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
登
米
市
の
持
続

的
な
発
展
」
を
基
本
理
念
と
し
て

掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
市
民
と
行

政
が
新
し
い
対
等
な
協
力
関
係
の

も
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を

担
い
、
共
に
考
え
行
動
す
る
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

多
く
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。（
表
１
）

登
米
市
の
取
り
組
み
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デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
は
、
「Ｄ

ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（
目
的
地
・
行
き
先
）
」

と「Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ａ
ｉ
ｇ
ｎ

（
宣
伝
）」

と
い
う
意
味
を
持
つ
言
葉
を
組
み

合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
関
係
自
治

体
や
地
元
観
光
関
係
者
と
Ｊ
Ｒ
６

社
が
協
力
し
、
一
体
と
な
っ
て
実

施
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
、
今
年
の
　
月
か
ら
　
月
ま
で

１０

１２

の
3
カ
月
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
宮

城
県
と
し
て
は
、
東
北
6
県
の
共

同
開
催
に
一
度
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
県
単
独
で
は
初
め
て
の
開
催

に
な
り
ま
す
。

　
開
催
期
間
は
、
J
R
６
社
と
旅

行
関
連
会
社
が
協
力
し
て
、
駅
や

電
車
な
ど
に
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ

な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。
宮
城
県
の

各
地
域
を
全
国
へ
P
R
す
る
こ
と

で
、
大
勢
の
観
光
客
の
来
県
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
登
米
市
は
も
ち
ろ
ん
県
内
の
各

地
域
で
大
勢
の
観
光
客
を
誘
致
し

　
「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
D
C
）」
が
い
よ
い
よ
今
年
　
月
か
ら

１０

　
月
ま
で
の
３
カ
月
間
、
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
現
在
各
地
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か

１２し
た
観
光
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
、
本
番
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
登
米
市
に
お
い
て
も
、
期
間
中
に
多
く
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
展
開
し
、
「
登
米
市
の
魅

力
」
を
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
登
米
市
の
D
C
に
向
け
て
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　
（
D
C
）
を
成
功
さ
せ
よ
う

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
？

　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン

よ
う
と
、
観
光
資
源
の
発
掘
や
開

拓
を
進
め
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
登
米
市
に
お
い
て
も
、
期
間
中

に
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
（
D
C
期
間
中

の
市
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
D
C
特

集
と
し
て
、
次
号
で
詳
し
く
紹
介

し
ま
す
）。
今
月
号
で
は
D
C
に

向
け
て
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
D
C
の
開
催
に
よ
っ

て
見
込
ま
れ
る
市
へ
の
観
光
客
の

増
加
に
備
え
、「
登
米
市
の
魅
力
」

を
全
国
へ
発
信
で
き
る
よ
う
に
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
例
と
し
て
、
観
光
客
が

訪
れ
た
際
、
そ
の
該
当
す
る
エ
リ

ア
ご
と
に
観
光
地
お
よ
び
観
光
施

設
な
ど
の
案
内
役
を
務
め
て
も
ら

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集

し
、
観
光
地
や
施
設
に
つ
い
て
の

知
識
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
、

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

登
米
市
で
の
取
り
組
み

▲橘住職から横山不動尊について説明を受ける参加者

　
こ
れ
ま
で
計
５
回
の
研
修
会
に

は
　
人
の
参
加
が
あ
り
、
D
C
開

１３
催
時
の
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
知
識

を
深
め
る
た
め
、
市
内
の
主
要
観

光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
寺
院
の
住
職
、
施
設

管
理
人
や
現
地
に
詳
し
い
人
な
ど

か
ら
、
施
設
の
概
要
、
歴
史
背
景
、

特
徴
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

参
加
者
は
自
分
が
説
明
・
案
内
を

す
る
立
場
と
な
っ
た
際
の
課
題
な

ど
を
相
互
に
研
修
し
ま
し
た
。

※
市
内
各
地
域
・
各
団
体
・
観
光

施
設
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
要

請
す
る
場
合
は
、
登
米
市
観
光
物

産
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
登
米
市
観
光
物
産
協
会
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産
業
経
済
部
商
工
観
光
課
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　▲仙台・宮城DCシンボルマーク「むすび丸」

　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン


